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市民相談室のご案内

市民相談室は、市の行政に

ついての要望苦情意見などの

ほか身近な民事家庭のことな

どについて相談をおうけして

おります。お気軽にご利用く

ださい。
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大
村
わ
か
め
は
、
昭
和
四
十

一
年
に
県
水
産
試
験
?
:
;
e
l
v
-
-
'

ム

場
が
、
市
内
森
閣
郷
地
崎
で
試
験
的
な
養
殖
を
お
こ
;
l
i
l
i
a
-
-
B

ム

な
い
、
意
外
に
繁
殖
率
が
よ
か
っ
た
た
め
、
大
村
市

a
:
;

ム

漁
協
が
本
格
的
に
養
殖
を
は
じ
め
た
も
の
で
す
。
一

:・

i

ム

時
赤
潮
に
よ
る
海
況
異
変
の
た
め
、

成
績
が
思
わ
し

4

0

ム

く
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ど
は
順
調
な
i
B
i
l
l
i
-
-

ム

養
殖
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
.

写真くみごとに成長した大村わかめ〉

春
分
の
日

三
月
二
十
一
日
は
春
分
の

日、

国
民
の
祝
日
で
す
@
ま

た
彼
岸
の
中
日
で
も
あ
り
ま

す。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
春
分
」の

い
わ
れ
は
、
南
半
球
を
ま
上

か
ら
照
ら
し
て
い
た
太
陽
が

地
球
の
公
転
に
よ
っ
て
赤
道

季節のメ栓の
ま
上
を
照
ら
し
、

地
球
ど

こ
で
も
、

昼
と
夜
の
長
さ
が

同
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

昼
夜
平
分
と
い
い
、

春
分
の

「
分
」
も
こ
こ
か
ら
き
て
い
る

の
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
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市

民

運

動

重

点

項

目

み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

昭和44年 3月1o百

計
画
で
は
、
国
体
の
競
技
場
や

市
内
主
要
道
路
の
沿
道
に
直
接
市

が
植
栽
を
お
こ
な
い
、
そ
の
他
の

筒
所
に
は
、
市
民
み
な
さ
ん
に
花

だ
ん
づ
く
り
な
ど
の
協
力
を
お
ね

が
い
す
る
た
め
に
、
花
種
の
提
供

斡
旋
、
指
導
班
の
配
置
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

花
苗
の
育
成
、
フ
ラ
ワ

ー
ポ
ッ
ト
の
確
保
に

つ
い
て
は
、

農
協
や
商
工
団
体
な
ど
の
協
力
を

え
て
、
す
で
に
具
体
化
し
つ
つ
あ

り
、
ま
た
国
体
開
催
時
に
花
の
主

役
と
な
る
菊
鉢
に
つ
い
て
は
、

国

体
協
刀
H

大
村
菊
の
会
H
H

が
中
心

良
普
及
所
内

(
東
三
城
町
一
元
中
央

公
民
館
跡
)
で
す。

み
ん
な
の
力
で
|
|
み
ど
り
と
花
の
大
村
に

と
な
り
目
下
準
備
中
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
前
年
の
国
体
開
催

地
福
井
県
の
小
浜
市
か
ら
、
H

，友

情
の
菊
株
H

が
贈
ら
れ
ま
し
た
@

現
在
菊
の
会
で
育
苗
中
で
、

国

体
開
催
時
に
は
、
こ
の
友
情
の
花

が
美
し
く
咲
き
み
だ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う

運
動
の
う
ご
き
と
し
て
は
、
大

村
部
隊
が、

国
体
会
場
の
入
口
附

近
を
花
ジ
ユ
ウ
タ
ン
で
か
ざ
る
た

め
、
す
で
に
花
だ
ん
づ
く
り
を
終

り
、
ま
た
、

市
内
あ
ち
こ
ち
の
町

内
で
も
、

花
だ
ん
づ
く
り
や
苗
植

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

国

体
本
番
を
前
に
し
て
「
み
ど
り
と

市
民
運
動
推
進
の

各
地
区
協
議
会
結
成

市
民
運
動
推
進
協
議
会
は
、
国

花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
が
い

体
を
契
機
に
市
民
運
動
を
強
力
に

軌
道
に
の
り
病
発
た
動
き
を
市
内

推
進
す
る
た
め
、
「
み
ど
り
と
花

で
見
せ
は
じ
め
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
運
動
」
「
道
路
や
ま
ち

さ
い
わ
い
こ
の
運
動
の
推
進
は

を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

「親
切

時
期
的
に
も
い
ま
か
ら
で
す
。

、

に
す
る
運
動
」

の
三
つ
を
、

市
民

M

み
ど
り
と
花
い
っ
ぱ
い

の

大

運

動
の
重
点
項
目
に
決
定
し
ま
し

村
市
M

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
が
、
こ
の
運
動
の
末
端
濠
透
を

ず
各
家
庭
の
花
だ
ん
や
鉢
植
え
づ
は
か
る
た
め
、
市
内
八
的
区
に
地

く
り
か
ら
は
じ
め
、
さ
ら
に
こ
れ

.
区
協
議
会
が
あ
い
つ
い
で
結
成
さ

を
グ
ル
ー
プ
や
職
場
の
活
動
に
そ
れ
ま
し
た
。

し
て
市
全
体
の
運
動
しL
発
展
さ
せ

美
し
い
花
と
み
ど
り
の
大
村
市
で

国
体
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
市
民

み
ん
な
の
力
で
こ
の
運
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

市
民
異
動
推

進
協
議
会
は
、

国
体
ま
で
に
市

内
売
み
ど
り
と

+
化
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
に
す
る
た

め、

花
種
の
選

定
、
指
導
体
制

の
確
立
、

協
力

団
体
へ
の
呼
び

か
け
な
ど
着
々
そ
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
.
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写
真
八
避
難
練
訓
中
の
星
美
幼

稚
闘
児

V

花
い
っ
ぱ
い
指
導
班
を
設
置

ご

遠

慮

な

く

ご

相

談

を

市
民
運
動
推
進
協
議
会
は、

花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
協
議
会
の
中
に
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
指
導
斑
」

を
設
置
し

ま
し
た
。

こ
の
指
導
班
は
、
県
大
村
農
業

改
良
普
及
所
、
市
役
所
農
林
水
産

課
、
大
村
、
松
原
各
農
協
な
ど
の

技
術
員
二
十
名
で
組
織
さ
れ
、

四

班
の
地
区
別
担
当
で
、
花
だ
ん
、

育
苗
、
管
理
な
ど
に
つ
い
て
指
導

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
務
局
は
大
村
農
業
改

特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

買
よ
償
還
の
申
込
み
受
付

戦
没
者
遺
族
で
、
特
別
弔
慰
金

国
庫
債
券
(
三
万
円
〉
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
人
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の

と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還
の
申

込
み
を
受
付
け
ま
す
。

三
月
二
十

遺
族
特
別
弔
慰
金

請
求
は
お
早
く

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後

戦
争
公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
旧
事

人
、
軍
属
等
の
遺
族
の
う
ち
昭
和

四
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お

い
て
、

遺
族
年
金
ま
た
は
公
務
扶

助
料
す
受
け
る
も
の
が
お
ら
な
か

日
ま
で
に
社
会
諜
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
者
ま
た

は
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
者
。

マ
買
上
額
い
号
一
万
六
千
八
百

円
ろ
号
一
万
パ
千
七
百
円

っ
た
遺
族
ハ
三
親
等
内
〉
に
特
別

弔
慰
金

(
三
万
円
)
が
支
給
さ
れ

る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
請
求
は
本
年
六
月
三
十
日
で

請
求
期
限
が
時
効
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
請
求
を
し
て
な
い
方
は
社
会

課
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

、U

グ
車
が
火
災
グ
そ
れ
避
難
だ

幼
稚
園
児
の
火
災
訓
練
を
実
施

消
防
署
で
は
、
星
美
幼
稚
園
の

協
力
に
よ
り
、
園
児
送
迎
用
車
輔

の
火
災
を
想
定
し
て
、
園
児
の
避

難
誘
導
や
消
火
作
業
、
消
防
署
へ

の
通
報
な
ど
の
車
輔
火
災
訓
練
を

三
月
五
日
東
三
城
町
路
上
に
お
い

て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
「
三
つ
児
の
魂

百
ま
で
」
の
諺
に
あ
る
と
お
り
、

幼
児
の
う
ち
か
ら
火
災
予
防
に
対

す
る
関
心
を
も
た
せ
、

警
火
心
を

芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て

ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
す
。

訓
練
は
、
四
十
三
名
を
乗
せ
て

帰
宅
中
の
車
に
火
災
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

が、

幼
児
参
加
の
訓
練
と
し
て
は

秩
序
正
し
い
行
動
で
予
想
以
上
の

成
果
を
お
さ
め
、
と
く
に
園
児
四

十
三
名
の
避
難
が
三
十
秒
足
ら
ず

で
完
了
す
る
と
い
う
好
成
績
で
し

、

た

/
 4

6
1
J
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こ
れ
だ
け
は
身
に
つ
け

さ
せ
る

、，、-、，..，.~

も
う
す
ぐ

年

生

新
入
学
児
の
い
る
ご
家
庭
へ

新
入
学
児
童
が
い
る
ご
家
庭
で

は
、
な
に
か
と
心
づ
か
い
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

新
入
学
の
こ
ど
も
さ
ん
を
持
つ
ご

家
庭
に
ひ
と
こ
と
:
;
・
.

す
の
で
1

以
前
ほ
ど
心
配
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
最
低
こ
れ
だ
け

は
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

①
自
分
の
名
前
が
い
え
る
、
書

け
る
、
読
め
る
。
①
ハ
イ
、
イ

イ
エ
の
意
思
表
示
が
で
き
る
。

@
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
。
@
ハ

γ
カ
チ
、
ち
り
紙
の
使
い
方
が

で
き
る
。
①
自
分
の
衣
服
の
闘
い
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着
が
で
き
て
、
用
便
が
た
せ
る

な
ど
で
す
。

、、

れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。そ

れ
に
こ
ど
も
た
ち
も
、
こ
れ

ま
で
と
は
全
く
変
わ
っ
た
環
境
に

お
か
れ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら

そ
の
生
活
に
早
く
な
れ
る
よ
う
に d 

指
導
し
、
は
げ
ま
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
.
そ
し
て
、
ど
ん
な
し

つ
け
を
す
る
に
し
て
も
、
も
う
す

ぐ
一
年
生
に
な
る
よ
ろ
こ
び
を
増

し
て
い
‘く
よ
う
な
心
づ
か
い
が
ほ

し
い
も
の
で
す
。

諏
訪
方
面
行
き
県
道
の
一
部
て

駐
車
禁
止
と
速
度
制
限
却
キ
ロ

三

月

二

十

五

か

ら

実

施

県
道
大
村
鹿
島
線
の
乾
馬
場
郷

八
三
七
番
地
鶴
田
小
鳥
居
先
交
さ

点
か
ら
、
諏
訪
郷
五
二
七
番
地
さ

く
ら
タ
ク
シ
ー
池
田
営
業
所
先
ま

で
の
区
間
〔
千
五
十
メ
ー
ト
ル
)

が、

二
月
二
十
五
日
を
も
っ
て

①
二
輪
車
以
外
の
自
動
車
の
駐
車

禁
止
(
全
日
)

日

①
最
高
速
度
三
十
キ
ロ
(
午
前
七

時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
)

に
な
り
、
三
月
二
十
五
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
違
反
行
為
が
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

禁
止
お
よ
び
制
限
区
間
は
、
別

図
の
と
お
り
で
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
申
込
み

現
在
受
付
中

も
れ
な
く
加
入
を

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
は
も
う

加
入
さ
れ
ま
し
た
か
。
昭
和
四
十

四
年
度
の
加
入
申
込
み
受
付
を
、

社
会
謀
と
各
出
張
所
の
窓
口
で
現

在
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

H

一
一
日
一
円
の
保
険
料
で
交
通
災

害
に
あ
っ
た
と
き
に
助
け
あ
う
M

こ
れ
が
市
民
交
通
災
害
保
険
で
す

きしこ
ま、と
し不し
ょ慮こ
うのそ
。事市

故民
にも
それ
なな
えく
て加
お入

寄

附

マ
八
幡
町
徳
田
タ
マ
さ
ん
か
ら
亡

夫
岩
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

西
大
村
小
学
校
教
育
資
金
に
マ
玖

島
郷
佐
藤
達
雄
さ
ん
は
亡
母
チ
ト

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
玖
島
中

¥ 

学
校
の
教
育
資
金
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
資
金
へ
寄
附

市
内
三
好
町
吉
留
豊
さ
ん
は
、
亡

母
タ
メ
さ
ん
、
岩
松
郷
松
尾
一
枝

さ
ん
は
亡
母
ヨ
ヅ
さ
ん
、

杭
出
津

四
区
小
磯
素
子
さ
ん
は
亡
夫
源
太

郎
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
社
会
福
祉

事
業
資
金
に
と
そ
れ
ぞ
れ
金
壱
封

を
市
善
意
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
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し .量り売り商品試買会を実施……

大村市政だよ
昭和g梓 4月怨目第三種郵便物留苛

よ 確量る買み し 結ぎ しに月力 婦大試 りる 接 な 消
うか 目 と 物 なた果のた実こを人村買商「関さ費
。めをきを さ 、。がよが 施 十 得会市 会品 量係 ん 者
まよ は さ ん 出う、 し 四 ての連を」りのに の
し く、れが まなつま日二協合、の売あ直み

面前計量高品試買会 結果表

納 汚
期物
は 処
三 理
月手
末 数
日料
ま 四
で期
で分
す の

一一商~品一名一ー 一一一区一一分一総数 I超過
ア1仁

件数 タ件数

砂 糖 4 I 0 I 0 4 

食 ，肉 18 4 22.2 3 

食 肉 方日 工 口口口 7 3 

魚、 員 類 10 4 40.0 !2 

魚貝類加工 品 4 2 50.0 2 

野 菜・果 物 16 6 1 37.6 5 

。*'* Zミ A 

合 計 63 ~~L 34.9 : 18 

この記録には、使用公差土1ヌHfの許容を含めてあります。

昭
和
田
+
四
年
度

日
本
青
年
海
外
協
力
隊

第
一
次
隊
員
を
募
集

日
本
青
年
海
外
協
力
隊
一
事
務
局

で
は
、
昭
和
田
十
四
年
度
第

一
次

隊
員
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

く
わ
し
い

こ
と
は
農
林
水
産
課

農
政
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

マ

資

格

満

二

十

歳
以
上
の
青
年

男
女
で
技
術
技
能
を
有
す
る
者

マ
願
書
締
切
日
三
月
三
十
一
日

マ
選
肴
試
験
四
月
下
匂

マ
募
集
業
種
人

員

東

南
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
な
ど
、

農

工
、
教
育
ほ
か
各
種
九
十

一
名

マ
応
募
方
法

事
務
局
所
定
の
志

願
書
お
よ
び
推
せ
ん
書
、
戸
籍

抄
本
を
送
付
の
こ
と
。

マ
送
付
先
日
本
青
年
海
外
協
力

昭和44年 3月10日

7.1 ， 

隊
事
務
局
国
内
課

(
東
京
都
渋

谷
区
広
尾
四
l
二
l
二
四
)
ま

た
は
県
海
外
協
力
隊
係
か
市
農

林
水
産
課
農
政
係

解
体
材
を
公
売

市
有
建
物
の
解
体
材
を
つ
ぎ
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

マ

現

地

説

明

三
月
十
七
日
午
前

九
時
か
ら
十
時
ま

で

小

路
口

郷

(竹
松
駅
う
ら
)
竹
松
住
宅

地
内
で
お
こ
な
い
ま
す
。

マ
入
札
の
日
時
三
月
十
七
日
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
ま

で
マ
入
札
の
場
所
竹
松
出
張
所

マ
入
札
保
証
金
入
礼
金
額
の
百

分
の
五
以
上

マ
公
売
物
件

板
類
約
一

八

て

五
平
方
米
、
角
材
類
約
五
五
、

七
平
方
米
、

亜
鉛
板

一・

五
ト

ッ、

雨
戸
一
式

マ
そ
の
他

当
日
は
必
ず
印
か
ん

を
持
参
の
こ
と

く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
課
管
財

係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

発

・
明

相

談

発
明
、
工
夫
な
ど
を
さ
れ
た
方

の
登
録
事
務
手
続
き
、

そ
の
他
に

つ
い
て
次

に
よ
り
相
談
所
を
聞
き

ま
す
.

マ
と
き

三
月
十
五
日
(
土
)

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

マ
と

こ
ろ

商
工
観
光
課

測
量
士
、
測
量
+
一
橋
の

国

家

試

験

測
量
土
、
測
量
士
補
の
国
家
試

験
が
つ
ぎ
の
左
お
り
お
と
な
わ
れ

ま
す
。

マ
試
験
期
日

五

月

二

十
八
日

(
測
量
一
士
の
実
地
試
験
は
八
月

上
旬
の
予
定
)

マ
願
書
受
付
期
限
三
月
二
十
日

願
書
用
紙
は
県
土
木
部
に
お
い

て
渡
し
支
す
0

・

マ
問
合
せ
先

九
州
地
方
測
量
部

福
尚
市
中
比
恵
町

一
八

合
同

庁
舎

(
郵
便
番
号
パ
一
二
)

県
育
英
会
奨
学
生
を

募
集

昭
和
四
十
四
年
度

の
長
崎
県
育

英
今
奨
学
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

マ

募

集

期

間

三
月
二
十
日
か
ら

四
月
ー三
十
日
ま
で

マ
応
募
資
格

昭
和
四
十
四
年
春

大
学
(
短
大
を
除
く
)
に
入
学

し
だ
者
な
ら
び
に
現
在
大
壁
在
学

中
の
者

t

マ
貸
与
金
額

進
学
大
学
所
在
地

ヵ六
大
都
市
H
七
千
円
以
内

，メ

j 

そ
の
他
の
県
H

六
千
円
以
内

県
内
H
五
千
五
百
円
以
内

市
内
(
自
宅
通
学
)

1
四
千
円

以
内

マ
手
続

教

育

委

員
会
に
出
願
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

い
こ
と

は
教
委
事
務
局
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
婦
人
と
電
気
の
会
L

4
2
 

募

集

貝

の

豊
か
で
楽
し
い
文
化
生
活
を
き

ず
く
た
め

に
は
、
電
気
に
つ
い

℃

の
知
識
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

九
電
で
は
、
四
月
か
ら
新
し
く
発

足
す
る
「
婦
人
と
電
気
の
会
」

の

会
員
を

つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
込

み
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期

限

三

月

二

十

日

マ
申
込
先

東

本

町

九

電

大
村

営
業
所

マ
会
費
，
無

マ
行
事
内
容

料一
般
電
気
知
識

電
気
機
器
の
上
手
な
取
扱
い
方

修
理
実
習
、
そ
の
他

四
月
か
ら
九
月
ま
で
毎
月
一

回

開
催全

面

交

通

止

南
川
内

一
号
橋
補
修
の
た
め
、

三
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

全
面
交
通
止
を
し
ま
す
.


